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「学び合おう じいちゃんばあちゃん わたしたち」　冬澤実奈未さん（江刈小３年）の作品

▶いきいきスポーツ大学（全14回）

▶11月は総合センター無料解放

▶第13回岩手県ユニホック交流大会

▶第28回葛巻町子ども芸術展

と　き　12月４日～３月12日（毎週木曜日）
            13:30～15:00
ところ　社会体育館
対　象　成人（定員20人）
内　容　レクリエーション、ニュースポー

ツ、軽体操など
申込み　12月２日(火)までに葛巻町教育委員

会（☎役場内線275）へ

　11月は芸術・文化推進月間です。
　この月間に合わせて総合センターでは、社
会教育関係団体など一部免除団体の施設使用
料を無料とします。
　免除団体など詳しくは、葛巻町公民館（☎
役場内線162）へお問い合わせください。

と　き　11月16日（日）9:00～
ところ　葛巻町社会体育館
参加料　小学生の部1,000円、一般混成の　
　　　　部2,000円（１チーム当たり）
申込み　11月５日(水)までにNPO法人葛巻　
　　　　町体育協会（☎66-3607）へ

と　き　12月９日(火)～18日(木)
ところ　町総合センター
内　容　町内の小中学生の「絵画」「工作」
　　　　「書道」「俳句」などの作品を展　
　　　　示します。

第
七
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

風
と
恋
の
優
秀
句
を
表
彰

黛
ま
ど
か
さ
ん
を
中
央
に
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ぞ
ろ
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入
賞
者
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皆
さ
ん

　

第
七
回
を
迎
え
る
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風
と
恋
の
俳
句
コ
ン
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ト
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巻
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俳
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文
化
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薫
る
町
づ
く
り
実
行
委
員
会
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催
・
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岡
徹
委
員
長
）
の
表
彰
式
は
十
月
十
二
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
入
賞
者
ら
百
二
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

前
回
を
八
十
三
句
上
回
る
七
千
百
十
三
句
の
中
か
ら
入
賞
し
た
四
十
四
人
と
団
体
賞
の
六
校
に
賞
状
や
盾
、
町
の
特

産
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
ら
は
、
選
者
の
黛
ま
ど
か
さ
ん
の
講
評
で
俳
句
へ
の
興
味
を
さ
ら
に
深
め
た
様
子
で

し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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入
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ぶ
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落
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懐
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岡
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▽
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言
葉
よ
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欲
し
き
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秋
高
し　
　
　

今　
　

順
子
（
青
森
県
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黛
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ど
か
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怖
る
な
く
恋
と
な
り
ゆ
く
蓼
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遠
藤　

と
く
（
田　

子
）

　

表
彰
式
当
日
の
午
前
は
、
澄
ん
だ

秋
空
の
下
、
黛
ま
ど
か
さ
ん
と
巡
る

吟
行
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

浦
子
内
か
ら
上
外
川
の
森
と
風
の

が
っ
こ
う
ま
で
の
林
道
沿
線
は
紅
葉

真
っ
盛
り
。
参
加
者
約
三
十
人
は
、

清
流
や
木
立
の
中
を
散
策
し
な
が
ら

思
い
思
い
の
句
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。

　

吟
行
会
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

紅葉の山道を散策する
吟行会参加者の皆さん

黛まどかさんと

吟行を満喫

黛まどかさん㊨から吟行会の表彰を受ける村木みさをさん（下町）
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
受
講
生

の
皆
さ
ん
（
昨
年
度
）


